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| 令和5 年度予算と今後取り組むべき県政課題について
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さら なる改善を

C　　　/ ・7 ・i 、　　J　　 目 指します ！
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来年 度に向けて、第一回定 例会では県予偉の

審議がなされます。予ね:規模は実に4兆 円～5兆

円にもおよびます。

特に新型コロナウイルス感染症については。5月

にも感染症法 の位 置忖けが2 矧相肖から5 類へ

と変更される見通しですが、県 予仰:としては現行

制 度のままμ 額な対 策費川を計上せざるをえな

い、といったスケジュール上の問題が発生します。

また、会派の予算要 望ヒアリングでは、様々な業

界団 体や労 慟糾 介の皆 様とも意見交換をさせて

いただきました。現 職としての活動実績 や政策に

ご理解を叫り、ありかたいことに推 麟状をいただく

機 会にも恵まれましたＪ.[き荻＆｡政也 信条として

は｢ 無党 派層の声を聴く｣｢しがらみのないクリー

ンな政 治｣ を貫きます。様々な声を頂戴することで、

L 公ず｣[ 公ilﾓﾕな政治の生班をL1指します。
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| 神奈川県議会議員須田こうへいの重点政策と会派有志との共通政策

ただいま所属会派、立憲民 口X・民権ク　 県議Ni有志による共通政策の素案です。 帛

ラブで政 策の勉強会をしている有志でヽ　　 また 右ヽ記は須旧こゔ^ い` が今後取り組　 ミj

今後実現を目指して収り組んでいく共通　 む政策(須!|にうへい公式IIPに掲幟予定)

政策集の作成を進めております 下d は より抜粋の重点項川となります。

ａ

｜ 立憲民主党・民権クラブ 政策研究会有志の目指すべき神奈川県の姿

【１】現場目線にこだわります。

【３】成果にこだわります。

【２】最先端の技術・手 法にこだわります。

|| 県 政 の 様 々な 領 域 で 目 指 す 姿と達 成 へ 向 け た 政 策 群

【１】人口 減少への対応

・安心して子育てできる県をつくります～妊娠・出産施策の強化～

・県土全体のバランスがとれた振興を図り、県民全体が暮らしやすいまちをつくります。

【２】ゼロカーボン・SDG5 などの気 候変動 への対応

・ゼロカーボン政策などを通じ、脱原子力発電、脱炭素社会づくりを進めます。

・地域特性に沿った防災対策を地域密着で進めます。

【３】雇用・産業 ～コロナ渦・物価高対応への対応

・安心して中小企業を経営できる、働けるようにします。

・コロナ禍への生活支援を強化します。

【４】新型感染症への積極的対応

・新型コロナウイルス感染症の対応の検証を進めます。

・新型コロナウイルス感染症に罹患後の対応を進めます。

・今後の新型コロナウイルス感染症の広範な対応を進めます。

【５】高齢化社会における医 療福祉の充実

・持続可能な医療一介護・福祉の仕組みづくりを進めます。

・高齢者が安心して暮らせる県を創リます。

・バリアフリー、ストレスフリーな社会をつくります。

【６】安心安全な神 奈川県づくﾘ

・誰も安心して移動できる道づくり

【７】子とも が安心して暮らせる県づくり

・教育環境のバージョンアップを図ります

・年齢に関わらず学べる場をつくります。

・部活動の地域移行を進めます。

【８】誰にとっても住みやすいまち

・外国文化との共生を図ります。

【９】文化活動・スポーツの振興

６

･社会トラブル発生時の県民保護の推進

･安心して育児をできるまちをつくります。

・男女共同参画社会を進めます。

･ペットとの共生を図リます。

【10 】DXなどを利活 用した行財政・議会改革の推進

・行財政改革を推進します。　　　　　　 ・県そのものあリ方を改善します。



圓 子育て世代を支える「美味しい中学枝完全給食｣を全県で実現

期目の主要公約としてぷ会議や垂員会での質疑で椚力的に取り上げ､貝教委で学校蛍恒

ではなく､生徒数単位での冥施率調査がなされる等の具体的な成深をあijました。今後は、

食育･フードロスの観点からも､残袁蜃の低減≒|美昧しい給食｣に向けて取り組みます。

目 老後の安心を守る｢医療提供体制｣と｢地域包括ケアシステム｣の強化

新苧コロナ感染症が2 類相当から５類へなる中､特に村会的弱者など､県民の自己負押軽減

に阿け取り維みぶす．また､老後の医療一福祉を地域全体で包括寸るケアシステムの桶築に

面たっては､障がい若拙祁.や多文化共生の視点も入れ、｢良の地域包括ケア｣を目指しま｣ ．

県 政の｢ 見える化｣ と｢ 公民 共 創｣ で無 駄をなくし 、住民 サービ スを向上

県の施策についてその威望を｢ 見える化､｣し、県民チェックのもと費用刹効果を検話し、泉Ξ

利益につながる予約の編成が必要です．尽だ.県と民問事業者で一一層連携を深め､ノウハウ

を活月することで､県民日線で新たな価値を生み出す新事業剔出を口指してまいります、

一 一
麟 ＤＸ・ＧＸ・Ｍ Ｘ… デ ジ タ ル・グ リ ーン・メ デ ィカ ル の ３ 大 変 革

今期はＤｘを畢点課題として取り硝力､県の内部字務のデジタル化や｡県民の行政于続きの

オンライン化､県施設への牛リッジj レス決済の導入等を推淮しＪした。来則はＧｘぐグリー

ントランスフォーメーシニ｣ン)に力をいｎ､ 脱炭桑社会と原発ゼロ社会の両立を目揚しまり。

目 ３つの虐待ゼロ…児童虐待ゼロ・障がt。¥茜虐待ゼロ･動物虐待ゼロ

児朧虐待ゼロ社会を目指す[-1=]乙 今期は｢卓円放西ゼロ｣に向けた政策拓1言が実唄。また、

障がい者虐待ゼロを目指し､やまゆ０園では身体珂柴状況の情報公開に成果をあげ､大帽

に改石されました。地域で動物虐待ゼロの意識啓発など｡鉱物愛護に=ｂ取り組んでいよ可。

コ ラ ム ： 神 奈 川 の 明 日 に 種 を ま こ う ！

私、須田をはじめ厚生常任委員会所属の立民議員の多

くは県連の「ジェンダー平等推進委員会」の役員も務め

ています。勉強会開催にあたり、私からは解決すべき社

会課題として「男性の育休取得」を提案いたしました。

育児休暇は女性が８５％近く取得しているのに対し、

男性は上昇傾向にはあるものの１５％未満の低水準とな

っています。また、育休取得期間も女性は９５％超が上

が６ヶ月以上となる一方、男性は半数が２週間未満とな

つています。

本県から、男性の育休取得促進に

取り組む好事例が生まれるよう、引

き続き提言を続けてまいりま･y。

･IS
齢 ヽ

県民 の声をお聞 かせください!

｀ げ 記QR からメールでも送れます）

〒24 卜0022 横浜市旭区観ヶ蜂E9-1 1 2F･2

℡:045 碑9 桐FAX 沁 叫 踊

HP;htt ｐｓ:ﾉ/ ｗ ｗ ｗ.ｓｕdakoh 巳i.ｎｅt

Eﾒｰﾙ: ｓｕｄａｍａｍ ｅ
ｏ
ｎｅt ＠ｇ ｍａｉｌ.ｃｏｍ

地蔵 事情と予算而で

の制約があ４中、保汲

者の嬰望をどのように

実現していくべきか、

が政治の役割です。

今後は妊 産婦の産 前

産後ケアなど、高 齢 者

だけでなく、あらゆる世

代にとづてr 地 城 包括

ケア.Jが 必 要です。

公1紀遠携で は、神 奈川

県 官図 吉 嶮に 鏃LIJ彦

珈 琲が 入｡店。『図 政和

ヘ カフエ併設 』の 公約

が実 現Ｍｔました。

医療で は｢ オンライン

診療｣ の導 入に成果

をあげました。コロヂ禍

を契機 に帳療 提供 体

制の変革も進めます。･

「動物 虐特 ゼロ｣ の

啓発ポスターご掲 示

にご 協力 いただける

方は須旧串 務 所まで

ご経絡ください。
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| ボトムアップ型の草の根民主主義で、神奈川県政から明日を変える!

連日連夜、時には氷点 下の口にも県政 報告を実

施し、広轍･ 公聴活動として県民 の皆 様のご意見

をいただいております。新型コロナウイルス感染症

対策特別 委口会では。実 際にコロナに罹患され

た方の体験談をもとに運川改善について質疑し、

神奈川県ホームページでのオンライン診療の告知

等において、爽 際に改 善が図られました。今後も

ボトムアップ型の政策提 言を続けてまいります。

また、横浜市や国 会へのご 意見についても、国･

県引iの連携を強化し、課題解決を目指します。

県 政重点課題として4 年間取り組んでまいりまし

た｢ 中学 校完令 綸食｣ については、横浜市の中期

計㈲にて26 年 度以 降、令員に給食が提供される

ことが示されました。県 内では、デリバリー型だけで

なく、自校調珊、センター方式、親子( 兄弟) 方式な

ど､より地域 要望に｡即Ｌた形で実包を検討する自

治体もあり、今後とも県 教育 委員 会に｢ 美味しい完

全中学校給食｣ 導人に向けた提 言を続けます。

㎜
㎜
㎜
料i･ 偉:取 ん払 剥一浹

嵐lj117咎刈問

21yお 平

6Fl tjFI!Eｒ

(佃千本番)

団 団[][]団 口][9][O]

横浜市旭区鶴ヶ峰2-9-11

ビッグフィールド2F-2

須田こうへい事務所　行

FAX:045-44牛9445

|11111 【111 會¶1111111jl‘“||'||'11111 ｀11'自|‘ll 會11゙ 1｢III會1111111111｣||

国政では。防衛費増を理由とする増税について

の反対意見や、物価高騰についての切実な声をｍ

戴します。また、｢少子化対策｣｢ 子訂て支援｣ は県

政においても大変重要です。子育て111代･共働き

世代の代弁者として引き続き活動してまいります。

右下の表に。主な政治テーマについて須圧|こう

へいの政見を記載しました。｢中道リベラル～穏健

傑守j＆｢改革派｣の立ち位置で活動しています。

政治は未来の選択です。｢政策｣ の変化によっ

て、私たち県民の明日の｢ 生活｣が変わります。

絡差の是正・所得増加

増 税前に行財 政改革

教育の無償化をl｣指す

チルドレン･ファースト

脱 炭 索 社 会と

原 発ゼロの両立

オQ･ラインｊ 痴や県ilj連執 強ｎ;で

医 療 提 供 体 制 の 拡 充

費川対効果の徹底

リベラル
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